
臨床検査業務を行う検査部は中央診療施設の主要部
門として、当大学病院が果たす地域医療機関としての
役割、最先端高度医療の推進および教育機関としての
責務に貢献できる体制を整えている。診療、研修およ
び研究の支援部門として迅速で質の高い臨床検査を診
療側へ提供している。

献している。
本年度６月から検査部ホームページをオープンさ

せ、院内にて必要とされる臨床検査情報をタイムリー
に知らせる仕組みとして運用を開始した。本年度末に
は３年ぶりに検査部マニュアルの改訂を行ったが、紙
面とホームページという異なる媒体を用いて診療に有
用な情報提供を充実させている。

２）検体検査部門
システム部門は、検査業務の効率化、迅速化、省力
化、低コスト化を目的として検体検査情報システム
（ ）と自動分析装置を接続した搬送ラインを中
心に構築されている。高機能な検査進捗管理機能を活
かし、検査結果の報告を迅速に行い、外来至急検査は
採血から報告まで血液検査で 分、化学系検査で１時
間前後、腫瘍マーカーや内分泌系検査の大部分を即日
報告している。このため、外来診察前検査や検査後再
診察が可能となっている。
外来中央採血室の採血患者数は平成 年度に比べて
％増加した。患者の採血待ち時間が増加してきた

ために、採血担当者を部内の調整により９名体制の採
血業務態勢にて対応している。平成 年度４名であっ
た採血要員は採血ニーズに応じて着実な対応を続けて
おり、増加する外来採血患者の採血と採血待ち時間の
短縮に貢献している。しかしながら、今後さらなる採
血患者の増加が見込まれており、採血場所の確保と旧
式化した採血管システム（平成７年整備）の更新が課
題となっている。

連絡先 （部長室）
（検査部）検査部

１）高度先進医療のサポート
・検査の迅速報告と業務の効率化、省力化、低
コスト化

２）感染症診療の情報源
・感染制御部との密な連携

３）生体検査の充実
・循環器関連検査の検査部への集約

４）遺伝子細胞検査
・移植医療への貢献

診療部の特徴

沿革と業務体制

１）稼働状況
本年度の全検査件数は約 万件であり、平成 年

度比で ％増加した。この結果、毎月 万件以上の
検査件数に達しているが、検査件数の増加はこれまで
実現してきた検査部のシステム化、迅速化、経費の削
減および人員の再配置により増員することなく業務対
応を行っている。加えて、外来棟中央採血室に１名の
採血要員を増やして外来患者の採血待ち時間短縮に貢
献し、外来化学療法部における採血管準備作業に１名
の要員を派遣して診療および患者サービスの改善に貢

業務内容の特徴と実績 採血時の疼痛患者対応を迅速的確に行うために神経
内科や安全管理室にご協力いただき採血疼痛マニュア
ルを作成した。各部と連携した対応が円滑化して患者
サービス改善に貢献している。
電子カルテへの対応に積極的な取り組みを継続して
いる。本年は 抗体検査親展報告の電子カルテ対応
などきめ細かい対応を行っている。
新規院内検査項目として コア抗原検査を開始

した。従来と比較して報告時間が３日から２時間に短
縮され、輸血関連検査や針刺し対応などの緊急対応に
有用性を発揮している。



３）生理機能検査部門
生理機能検査部門は、種々の診断機器を用いて臨床

診断に必要な情報を患者から直接検査する部門であ
り、主な検査項目としては、脳波、筋電図、誘発電位、
神経伝導速度測定など脳・神経・筋系の検査を行って
いる。また呼吸機能、心電図、ホルター心電図、トレッ
ドミル運動負荷心電図、心音・心機図、心臓超音波・
血管超音波など呼吸・循環器系の検査を行っており、
腹部大血管や腎動脈、四肢の動脈および静脈の評価に
も取り組んでいる。また消化器内科と連携し、尿素呼
気試験も担当している。
当部門の特徴としては、脳死判定を含めた病棟への

出張脳波検査（ を含む）を実施している他、心臓・
血管超音波検査の出張検査にも循環器内科と協力の上
対応している。腹部超音波検査などの心臓・血管以外
の超音波検査についても導入にむけ現在検討中であ
る。
また、院内外を問わず、超音波検査の見学・研修も

受け入れており、好評を得ている。
長年の懸案であった超音波検査センター設置の一部
が認められた。これまで 年間にわたるセンター設置
の有用性調査と関係部門との連携によって準備を行っ
てきたことを基盤として、診療利便性の向上と超音波
検査装置集約による経費削減に寄与する方針である。
各科と連携のもとで心臓や血管超音波検査を始めとし
て腹部、頸部、甲状腺あるいは乳腺といった超音波検
査を集中的に実施できるしくみを構築する必要がある
が、臨床検査技師の消化器内科検査室への派遣および
研修を行いつつ、院内全体の超音波検査ニーズに対応
するものである。

検査部

心臓超音波検査画像

当部はチーム医療へ積極的に取り組んでいる。本年
度は入院患者の糖尿病教室における検査指導、 へ
の参加および病棟での採痰指導を開始して患者・診療
側双方から好評を得ている。また、採血をテーマとし
た院内講演会を実施するなど、診療科・各部門と連携
した臨床検査サービスの提供を続けている。
検査部は中央診療施設として各診療科における先進
的医療を支える立場にあるが、検査項目によってはそ
れ自体が先進的内容であるものもある。 ウイルス
やサイトメガロウイルスの定量検査は、移植医療にお
いて欠かせないものとなっている。探索医療センター
等のプロジェクトへの参加など、今後更に感染症・遺
伝子検査領域での先進的取り組みが計画されている。
超音波検査センターへの積極的貢献など、生理機能
検査部門においても種々の高度先進医療を支える検査
データを提供している。

高度先進医療等への貢献

平成 年度検査部検査実施件数
（件）

検査項目 外来 入院 合計
一般検査
血液学的検査
生化学的検査
内分泌学的検査
免疫学的検査
微生物学的検査
病理学的検査
その他の検体検査
検体検査 小計
（時間外・緊急検査）（再掲） （ ） （ ） （ ）
循環器機能検査
脳・神経機能検査
呼吸機能検査
超音波検査
その他の生理検査
生理機能 小計
採血・採液等
合 計




